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緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和６年

受賞者
紹介 緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。

令和６年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

特定非営利法人 ひろしま人と樹の会ホームページ
https://www.hitotokinokai.com/

表紙の写真：令和６年能登半島地震による大規模山腹崩壊
	 （石川県珠洲市）

　同団体は、｢森を育て、人を育て、ボランティア精神を育てる｣という理念のもと、平成４年から、県内の森林や森
林公園等で植樹や桜の保全・管理等の活動を続けています。設立から延べ1,400回を超える活動を行い、17万人以上
が参加するなど、県内の緑化推進に寄与してきました。また、森づくりの担い手に安全技能講習を行う ｢ひろしま森
づくり安全技術・技能推進協議会｣の設立に尽力するなど、人材の育成指導にも貢献しています。

特定非営利活動法人 ひろしま人
ひと

と樹
き

の会 （広島県広島市）
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TOPICS 01　天皇皇后両陛下ご臨席の下、第18回「みどりの式典」が開催
TOPICS 02　令和5年度　治山・林道コンクールの実施について
新しい林業　「新しい林業」経営モデル実証事業選定事業体の紹介
海外・現場最前線からの便り　砂漠の中東の最先端を走る、アラブ首長国連邦・ドバイの魅力
国有林野事業の取組　気軽に歩き「森呼吸」のできる24コースを厳選し、ウォーキングBOOKを制作
TOPICS 03 　「伐採造林届出書作成の手引き」の紹介
みどりの大使が行く！　緑の羽根着用キャンペーン

能登半島地震の被害と対応
Contents

特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202405.html
webアンケートにご協力をお願いします！

メンバーの皆さん 桜への施肥 安全技能講習
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輪島市・珠洲市の大規模山腹崩壊

能
登
半
島
地
震
の

被
害
と
対
応

特集　
令
和
６
年
１
月
1
日
に
発
生
し
た
「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
、
能
登
地
方
の
各

地
で
家
屋
の
倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
林
野
関
係
に
お
い
て
も
大
規
模
な
山
腹
崩

壊
が
多
発
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
深
く
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
地
震
に
よ
る
林
野
関
係
の

被
害
状
況
と
林
野
庁
に
お
け
る
対
応
状
況
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
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１
月
１
日
16
時
10
分
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
は
、
最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
輪
島
市
、
羽
咋
郡
志
賀
町

を
は
じ
め
、
能
登
半
島
の
広
い
範
囲
で
震
度
６
強
や
６
弱
の

揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
死
者
2
4
5

人
、
全
半
壊
住
家
被
害
２
万
７
千
棟
以
上
（
令
和
６
年
４
月

16
日
現
在
）
と
な
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
山
地
で
も
多

数
の
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
が
発
生
し
ま
し
た
。
林
野
関
係

の
被
害
状
況
は
、
４
月
16
日
現
在
、
表
の
と
お
り
（
今
後
の

調
査
に
よ
り
変
更
に
な
り
ま
す
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
の
概
要

林野関係の被害状況（令和6年4月16日現在）

被害箇所数 うち石川県
林地荒廃 78 72
治山施設 40 40

林道施設等 1,643 1,609
木材加工・流通施設 47 39

特用林産施設等 93 22
計 1,901 1,782

被災した特用林産施設等
（穴水町）

被災した林道（珠洲市）

被災した木材加工・流通施設
（七尾市）
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今
回
の
地
震
災
害
に
対
し
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で

は
、
発
災
翌
日
の
１
月
２
日
に
石
川
県
内
の
森
林
被
害
の
状

況
を
確
認
す
る
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調

査
を
実
施
し
、
珠
洲
市
、
輪
島
市
等
で
多
数
の
山
腹
崩
壊
等

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
関
東
森
林
管
理
局
や
中
部
森
林
管

理
局
で
も
１
月
５
日
に
新
潟
県
や
富
山
県
内
の
揺
れ
が
大
き

か
っ
た
地
域
を
中
心
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
M
A
F
F
‒
S
A
T
（
農
林
水

産
省
・
サ
ポ
ー
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
チ
ー
ム
）
と
し
て
林
野
庁

本
庁
や
森
林
管
理
局
・
署
等
か
ら
被
災
地
に
職
員
を
派
遣

初
動
対
応
の
実
施

森林管理局によるヘリコプター調査

ヘリコプターから撮影した山腹崩壊地群

応急対策の実施状況（珠洲市）

し
、
被
災
自
治
体
と
の
緊
密
な
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す

（
延
べ
2
9
0
人
日（
４
月
16
日
現
在
））。

　
さ
ら
に
、
企
業
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

（
一
社
）日
本
林
野
測
量
協
会
で
は
、
航
空
機
に
よ
る
被
災
箇

所
の
撮
影
・
写
真
の
提
供
を
行
っ
た
り
、
森
林
土
木
関
係
団

体（（
一
社
）日
本
林
業
土
木
連
合
協
会
、
石
川
県
森
林
土
木

協
会
）
で
は
、
応
急
対
策
に
必
要
な
資
材
の
提
供
、
運
搬
及

び
崩
壊
斜
面
へ
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
設
置
等
の
応
急
対
策
を
行

う
な
ど
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
迅
速
な
初
動
対
応
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
発
災
翌
日
の
１
月
２
日
に
応
急
仮
設
住
宅
の
建

設
に
不
可
欠
な
基
礎
用
杭
丸
太
や
住
宅
用
木
材
を
円
滑
に
供

給
で
き
る
よ
う
、
林
野
庁
か
ら
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
日

本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
、
日
本
木
材
防
腐
工
業
組
合
、
全

国
森
林
組
合
連
合
会
に
対
し
て
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
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林
野
庁
で
は
、
甚
大
な
山
地
災
害
が
発
生
し
た
石
川
県
を

支
援
す
る
た
め
１
月
15
日
よ
り
、
本
庁
、
近
畿
中
国
森
林
管

理
局
、
同
局
管
内
の
森
林
管
理
署
等
の
治
山
・
林
道
技
術
者

か
ら
な
る「
能
登
半
島
地
震
山
地
災
害
緊
急
支
援
チ
ー
ム
」を

編
成
し
、
石
川
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
奥
能
登
地
域
に
お
け

る
避
難
所
・
集
落
周
辺
の
森
林
や
既
存
治
山
施
設
等
を
緊
急

点
検
す
る
と
と
も
に
、
２
月
19
日
か
ら
は
近
畿
中
国
森
林
管

理
局
以
外
の
治
山
・
林
道
技
術
者
も
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、
特

に
大
規
模
な
山
地
災
害
の
被
害
状
況
の
把
握
や
災
害
復
旧
計

山地災害緊急支援チームによる治山施設の緊急点検

山地災害調査アプリ

森林管理局における被害状況確認の様子

専門家による緊急調査

技
術
支
援
の
実
施

画
等
の
作
成
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
現

地
調
査
で
は
、
林
野
庁
が
開
発
し
た
「
山
地
災
害
調
査
ア
プ

リ
」
を
活
用
し
、
現
地
調
査
に
お
け
る
被
災
状
況
写
真
の
整

理
の
自
動
化
や
林
野
庁
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
共
有
等
に

よ
る
調
査
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
石
川
県
の
職

員
も
同
ア
プ
リ
が
利
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
に
か
け
て
は
、
多
数
発

生
し
た
山
腹
崩
壊
等
の
将
来
に
向
け
た
復
旧
方
針
を
確
立
す

る
た
め
、（
国
研
）森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所

や
石
川
県
立
大
学
の
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
２
月
か
ら
は
６
府
県
か
ら
技
術
支
援
の
応
援
を

い
た
だ
き
、
治
山
施
設
等
の
施
設
点
検
、
被
害
状
況
調
査
及

び
災
害
復
旧
計
画
の
策
定
を
、
３
月
か
ら
は
19
道
県
か
ら
の

応
援
を
い
た
だ
い
て
、
林
道
施
設
の
被
害
状
況
調
査
及
び
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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災害関連緊急治山事業地（珠洲市）

奥能登地区山地災害復旧対策室の設置

国直轄による災害復旧等事業位置図

　
今
回
の
地
震
で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊
等
の
う
ち
、
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
学
校
の
背
後
地
で
不
安
定
化
し
た
斜

面
が
今
後
の
豪
雨
で
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
、
緊
急

に
復
旧
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
珠
洲
市
の
２
箇

所
及
び
志
賀
町
の
１
箇
所
に
つ
い
て
は
、
１
月
12
日
に
災
害

関
連
緊
急
治
山
事
業
を
採
択
し
、
石
川
県
で
は
、
早
急
に
大

型
土
の
う
設
置
な
ど
応
急
対
策
を
実
施
し
、
現
在
は
本
復
旧

に
向
け
た
測
量
設
計
業
務
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
業
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
写
真
の
活

用
や
災
害
査
定
官
が
石
川
県
に
お
い
て
技
術
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
現
地
か
ら
財
務
省
と
w
e
b
で
協
議
を
行
う
な
ど

I
C
T
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
迅
速
に
手
続
き
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
災
害
対
応
に
も
応
用

す
べ
き
こ
と
が
多
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
月
21
日
に
馳
石
川
県
知
事
か
ら
坂
本
農
林
水
産

大
臣
に
対
し
て
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
大
規
模
な
山

腹
崩
壊
が
多
数
発
生
し
た
奥
能
登
地
域
に
お
い
て
、「
国
の

直
轄
復
旧
も
含
め
た
山
腹
崩
壊
の
早
期
復
旧
」
に
係
る
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　
林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
の
要
望
内
容
を
踏
ま
え
、
輪
島
市

及
び
珠
洲
市
内
の
民
有
林
７
箇
所
に
お
い
て
国
直
轄
に
よ
る

災
害
復
旧
等
事
業
で
実
施
す
る
こ
と
を
３
月
１
日
に
決
定

し
、
４
月
１
日
に
は
、
石
川
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
内

に「
石
川
森
林
管
理
署
奥
能
登
地
区
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
速
や
か
に
、
台
風
等
に
伴
う
次
期
降
雨
に
よ
る
二

次
災
害
の
防
止
に
向
け
て
、
応
急
対
策
工
等
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
能
登
半
島
に
お
け
る
農
林
水
産
業
の
復
旧
・

復
興
に
当
た
っ
て
は
、
農
林
水
産
業
の
生
業
再
建
や
創
造
的

復
興
に
向
け
、
令
和
６
年
１
月
に
と
り
ま
と
め
た
「
被
災
者

の
生
活
と
生な

り
業わ

い
支
援
の
た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
一
環
と
し

て
、
こ
う
し
た
山
林
施
設
の
復
旧
に
加
え
、
今
後
の
降
雨
等

に
よ
る
災
害
防
止
に
向
け
た
治
山
対
策
等
に
役
立
て
る
た

め
、
国
土
地
理
院
と
連
携
し
て
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
る
山

地
の
被
害
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
や
被
災
し
た
林
道
施
設
、

木
材
加
工
流
通
施
設
、
特
用
林
産
施
設
等
の
復
旧
・
整
備
等

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
能
登
半
島
の
地
域
社
会
の
復
興
と
森
林
の
公
益
的

機
能
の
発
揮
を
図
る
た
め
に
は
、
能
登
半
島
の
林
業
従
事
者

の
皆
さ
ん
が
、
道
路
等
の
復
旧
後
に
能
登
半
島
に
戻
り
、
林

業
に
従
事
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
た
め
、
一
定
の
要
件
の
下
、
能
登
半
島
の
林
業
従
事
者
が

県
内
の
他
地
域
で
林
業
を
続
け
る
場
合
、
１
人
あ
た
り
月

10
万
円
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
林
業
機
械
の
レ
ン

タ
ル
費
等
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
復
旧
等
事
業
の
実
施

大谷の山腹崩壊（珠洲市）
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「
み
ど
り
の
式
典
」は
、「
み
ど
り
の
日
」に
つ
い
て
国
民
の
関
心
と
理
解
を
一
層
促
進

し
、「
み
ど
り
」に
つ
い
て
の
国
民
の
造
詣
を
深
め
る「
み
ど
り
の
月
間
」 （
4
月
15
日
か

ら
5
月
14
日
）
の
中
心
的
な
行
事

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
4

月
26
日
、
第
18
回
「
み
ど
り
の
式

典
」
が
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨

席
の
下
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
授
賞
式
に
お
い

て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
令

和
６
年
み
ど
り
の
学
術
賞
及
び
令

和
６
年
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
式
典
で
は
、

新
た
に
、
授
賞
式
と
あ
わ
せ
て
受

賞
者
と
内
閣
総
理
大
臣
・
関
係
閣

僚
と
の
面
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
後
の
両
陛
下
と
の
御
懇
談

で
は
、
み
ど
り
に
関
す
る
研
究
や

緑
化
活
動
に
励
ん
で
き
た
受
賞
者

が
、
両
陛
下
か
ら
労
い
の
お
言
葉

を
賜
り
、
今
後
に
向
け
て
意
欲
を

新
た
に
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

1
Topics

天
皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
下
、

第
18
回「
み
ど
り
の
式
典
」が
開
催

（内閣府提供）

（内閣府提供）

　緑化運動の推進に資するため、昭和59年から毎年、緑化活動の推進や、緑化思想の普及啓
発について顕著な功績のあった個人又は団体に対し、緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰が
実施されています。表彰は今年で41回目となり、これまでに785者が受賞されています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

◆ 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは

　国内において植物、森林、緑地、造園、自然保護等に係る研究、技術の開発、その他「みど
り」に関する学術上の顕著な功績のあった個人に授与する賞です。「みどりの日」（５月４日）に
ついて国民の関心と理解を一層促進し、「みどり」についての国民の造詣を深めることを目的に
平成18年に創設され、これまでに36名が受賞されています。
https://www.cao.go.jp/midorisho/index.html

◆ みどりの学術賞とは

み
ど
り
の
式
典
が
開
催
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～ご案内～
　８月24日（土）に、日本科学未来館（東京都江東区）において、みどりの学術賞受賞記念トークイベン
トが開催されます。受賞者の研究内容をわかりやすく解説する「みどりの科学コミュニケーター」が、
受賞者とともに、研究の魅力をひも解きます。
※イベント詳細は、日本科学未来館ホームページ（https://www.miraikan.jst.go.jp）にて
　後日公表予定です。

令和６年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰の受賞者

○熊
くま

谷
がえ

 信
のぶ

孝
たか

 氏 (福岡県福智町)
○福

ふく
田
だ

 珠
たま

子
こ

 氏 (東京都青梅市)
○深

ふか
谷
や

市
し

 (埼玉県深谷市)
○妙

みょう
高
こう

里
さと

山
やま

保
ほ

全
ぜん

クラブ (新潟県妙高市)
○認定特定非営利活動法人 森

も
林
り

の風
かぜ

 (三重県四日市市)
○一般社団法人 k

き き と
ikito (滋賀県東近江市)

○蔵
くら

屋
や

自
じ

治
ち

会
かい
（島根県奥出雲町）

○特定非営利活動法人 ひろしま人
ひと

と樹
き

の会
かい

 (広島県広島市)
○環

かん
境
きょう

共
きょう

生
せい

の森
もり

サポート・ボランティア (福岡県福岡市)
○特定非営利活動法人 はかた夢

ゆめ
松
まつ

原
ばら

の会
かい

 (福岡県福岡市)
○特定非営利活動法人 かいろう基

き
山
やま

 (佐賀県基山町)
○熊本市立西

にし
原
ばる

小学校 (熊本県熊本市)
○三

さん
和
わ

酒
しゅ

類
るい

株式会社 安
あ

心
じ

院
む

葡
ぶ

萄
どう

酒
しゅ

工
こう

房
ぼう

 (大分県宇佐市)　
※各受賞者の詳しい功績・活動の様子については、
　毎月、本誌にてご紹介します。

　長年にわたり、森林の整備や里山の保全、花や緑地を活かしたまちづくり、学校や工場の緑化等を推進してきた
2個人・11団体が選ばれました。

（内閣府提供）

令和６年みどりの学術賞の受賞者

西村 いくこ 博士

横張 真 博士

　奈良先端科学技術大学院大学理事、奈良国立大学機構理事、神奈川大学理事
　京都大学名誉教授、甲南大学名誉教授
　受賞功績：「植物の生存戦略における細胞内膜系の役割の解明」に関する功績

　動くことができない植物が環境変化に備えるため、植物細胞に特徴的な細胞内膜系が重要な
役割を果たしていることや、「植物の器官がまっすぐに伸びる」という基本的な器官運動の原理
に関わる仕組み等を明らかにされました。世界に先駆けた独創的な研究を通じ、国内外の植物
科学の発展に大きく貢献されました。

●西
にし

村
むら

 いくこ 博士（植物細胞生物学、植物分子生物学）

　東京大学総括プロジェクト機構特任教授
　受賞功績：「緑の多面的機能に基づく都市計画思想の展開とその社会への実装」に関する功績

●横
よこ

張
はり

 真
まこと

 博士（緑地環境計画学）

　農林地のもつ国土保全機能や景観保全機能の解明等を通じて「緑の多面的機能」を体系化する
とともに、農林地と市街地の小規模混在による持続的なグリーンインフラ計画論を構築されま
した。また、研究成果の社会還元にも尽力し、学術的基盤にもとづく緑の多面的機能の都市・
地域計画への社会実装に大きく貢献されました。
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2
Topics

令
和
５
年
度　
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て

農林水産
大臣賞
施
工
者　
株
式
会
社
長
田
組

発
注
者　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
和
歌
山
森
林
管
理
署

治
山
工
事
部
門
上
秋
津
災
害
対
策
工
事

集
水
井
工
１
基

主
な
工
種

平
成
23
年
の
台
風
12
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
る
被
害
箇
所
で
紀

伊
田
辺
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
と
し
て
実
施
し
た
工
事

工
事
内
容

⃝
�

集
水
井
の
掘
削
が
深
く
危
険
度
が
高
い
施
工
条
件
で

あ
っ
た
が
、
非
火
薬
岩
石
破
砕
工
を
活
用
す
る
な
ど
安

全
に
配
慮
し
、
工
事
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

⃝��

掘
削
し
た
土
石
を
搬
出
時
に
岩
石
と
土
砂
を
混
合
し
、

空
隙
を
少
な
く
す
る
こ
と
で
、
運
搬
回
数
を
軽
減
し
、

工
事
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

⃝�

起
工
測
量
、
段
階
確
認
、
材
料
検
収
に
お
い
て
遠
隔
臨

場
を
活
用
し
、
施
工
管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

大臣賞受賞（治山工事部門：株式会社長田組）

完成した集水井低振動かつ瞬時に破砕可能な非火薬岩石破砕工により労働
者の安全を確保 

掘削した土石を混合し空隙を少なくすることで現地発生土
の運搬回数を軽減 

施工管理の効率化を図るために遠隔臨場を活用

　
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能
を
十
全
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
の
推
進
そ
の
他
の

事
業
実
施
に
お
け
る
施
策
効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
治
山
・
林
道
工
事
で
、
民
有
林
の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
も
、
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
各
賞
を
決
定
し
、
２
月
15
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
工
事
を
紹
介
し
ま
す
。
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林
業
専
用
道
新
設
6
6
0
m

主
な
工
種

効
率
的
な
木
材
生
産
や
森
林
施
業
を
行
う
た
め
に

平
成
26
年
度
に
開
設
さ
れ
た
林
道
の
延
伸
工
事

工
事
内
容

⃝�

U
A
V
レ
ー
ザ
に
よ
り
起
工
測
量
し
、
省
力
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
オ
ル

ソ
画
像
を
作
成
し
、
施
工
管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

⃝��
自
動
追
尾
式
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
I
C
T
建
設
機
械
に
よ
り
掘
削

し
、
施
工
量
が
通
常
の
２
倍
に
向
上
し
ま
し
た
。

⃝��

L
i
D
A
R
機
器
を
用
い
構
造
物
の
３
D
ス
キ
ャ
ン
か
ら
点
群
を
作
成
し
、
実

際
の
寸
法
と
検
証
を
行
い
、
起
工
測
量
に
活
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

大臣賞受賞（林道工事部門：第一建設株式会社）

携帯端末のLiDAR機能を用いた点群作成と測量検証

UAVレーザにより起工測量し、省力化を実現

自動追尾式トータルステーションを活用したICT建設機械の活用

オルソ画像を活用した進捗管理

農林水産
大臣賞
施
工
者　
第
一
建
設
株
式
会
社

発
注
者　
九
州
森
林
管
理
局
宮
崎
森
林
管
理
署

林
道
工
事
部
門
楠
見
2
2
9
林
道
新
設
工
事
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再
造
林
地
で
の

害
獣
捕
獲（
再
造
林
保
育
）

2
　
長
門
市
で
は
シ
カ
に
よ
る
人
工
林
被
害
が
大
き

い
た
め
、
植
栽
木
の
食
害
の
減
少
・
植
栽
地
の
見

回
り
軽
減
を
目
的
と
し
た
植
栽
地
周
辺
で
の
シ
カ

の
個
体
数
管
理
が
急
務
で
す
。
再
造
林
地
の
シ
カ

柵
周
辺
に
シ
カ
が
群
が
っ
て
く
る
習
性
を
利
用
し

て
、
猟
友
会
と
連
携
し
た
効
率
の
良
い
捕
獲
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
、
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
セ
ン
サ
ー
付
き
通
信
機
器
（
カ
メ

ラ
／
罠
作
動
連
絡
装
置
）
と
く
く
り
罠
を
組
合
せ

た
捕
獲
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
は
２
地
区
で
の

実
施
で
し
た
が
、
今
年
度
は
長
門
市
内
全
域
の
４

地
区
に
拡
大
し
て
効
果
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　
一
般
社
団
法
人
リ
フ
ォ
レ
な
が
と
は
、
長
門
市

林
業
成
長
産
業
化
地
域
構
想
に
基
づ
き
、
地
域
林

業
活
性
化
の
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
令
和
2
年
7

月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　
素
材
生
産
量
の
拡
大
、
施
業
の
効
率
化
・
低
コ

ス
ト
化
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
需
要
の
確

保
・
拡
大
、
新
た
な
流
通
販
売
体
系
の
確
立
等
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
林
業
」に
お
い
て
は
集
約
化
、
素
材
生

産
、
流
通
販
売
、
再
造
林
・
保
育
の
4
分
野
で
、

新
技
術
を
用
い
て
効
率
化
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
の
実
証
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

実
証
内
容

I
C
T
機
器
を
用
い
た

境
界
明
確
化（
集
約
化
）

1

　

　
高
齢
化
の
た
め
山
林
を
歩
く
の
は
困
難
で
あ
る

が
所
有
森
林
の
境
界
や
現
地
状
況
を
確
認
し
た
い

所
有
者
が
多
い
こ
と
、
ま
た
市
外
在
住
の
森
林
所

有
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和
4

年
度
に
1
会
場
で
実
地
検
証
し
た
遠
隔
境
界
確
認

を
、
地
元
居
住
者
と
市
外
居
住
者
へ
の
同
時
対
応

を
想
定
し
た
2
会
場
に
拡
大
し
て
実
地
検
証
を
行

い
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
に
よ
る
現

地
ラ
イ
ブ
映
像
と
位
置
情
報
・
カ
メ
ラ
の
向
き
が

分
か
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
地
図
ア
プ
リ
画
面
を
1

つ
の
モ
ニ
タ
ー
に
同
時
に
映
し
、
所
有
者
に
森
林

現
況
を
説
明
し
ま
し
た
。
2
会
場
間
の
意
見
交
換

に
も
w
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
外
付
け
G
N
S
S
機
器
を
取

り
付
け
て
位
置
情
報
精
度
を
高
め
、
電
波
状
況
が

悪
く
配
信
が
途
切
れ
る
場
所
で
は
予
め
取
得
し
て

お
い
た
録
画
に
切
り
替
え
て
説
明
を
行
う
等
の
工

夫
を
行
い
ま
し
た
。

作動センサー付きくくり罠

「
新
し
い
林
業
」経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
選
定
事
業
体
の
紹
介

モニターで映す情報

遠隔境界確認の機材

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
4
年
度
予

算
で「
新
し
い
林
業
」に
向
け
た
林

業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、
経
営

モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
月
号
で
は
、
山
口
県
の

取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

2024.05  VOL.206林野 12



参加者全てが
立会なし境界確定の

正確性を実感

参加者全てが
立会なし境界確定を

信用

まあ
信用できる
思った
55％

とても
信用できる
思った
45％

まあ正確だと
思った
64％

とても
正確だと
思った
36％

実
証
結
果

I
C
T
機
器
を
用
い
た

境
界
明
確
化

1
　
参
加
し
た
森
林
所
有
者
に
は
境
界
を
失
念
し
て

い
る
人
、
代
替
わ
り
し
て
境
界
を
教
え
て
も
ら
っ

て
な
い
人
、
現
地
に
行
き
自
分
で
境
界
を
確
認
し

た
い
と
言
わ
れ
て
い
た
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
現
地
で
確
認
し
て
ほ
し
い
点
を
会
場
で
伺

い
、
現
地
担
当
者
に
伝
え
、
ラ
イ
ブ
映
像
で
そ
の

地
点
を
映
し
た
り
、
録
画
の
映
像
等
も
活
用
し
て

現
地
状
況
を
丁
寧
に
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

境
界
点
の
妥
当
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
、
現
地
で
の
立
会
い

を
行
わ
な
く
て
も
十
分
に
森
林
の
状
況
把
握
が
行

え
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
て
、
高
い
満
足
度
を

得
ら
れ
る
境
界
確
認
が
出
来
ま
し
た
。

　
通
常
の
立
会
い
に
よ
る
境
界
確
認
と
比
較
し
て

人
員
の
削
減
効
果
は
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
高
齢
者
や
遠
方
の
所
有
者
に
対
す
る
境
界

カメラ付きくくり罠で捕らえたシカ

参加者のアンケート結果

シ
カ
の
素
早
い
処
理
と
ジ
ビ
エ
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
に
よ
り
食
肉
と
し
て
活
用
す
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
。

　
猟
友
会
と
の
連
携
に
よ
る
植
栽
地
周
辺
で
の
セ

ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設
置
や
捕
獲
は
、
リ
フ
ォ
レ
な

が
と
の
植
栽
地
巡
視
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

巡
視
の
軽
減
効
果
と
し
て
は
、
通
信
機
器
の
価
格

等
を
考
慮
し
て
も
7
万
円
/
年
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
見
込
め
、
今
後
再
造
林
が
増
え
た
場
合
に
有
効

な
方
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

　
今
回
紹
介
し
た
取
組
に
つ
い
て
は
実
用
に
向
け

て
十
分
な
知
見
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
籍
調
査
未
実
施
の
地
域
で
の
境
界
確
認

や
年
間
を
通
し
て
の
害
獣
の
動
態
把
握
等
に
活
用

し
て
い
き
、
積
極
的
な
普
及
と
定
着
化
を
図
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
地
上
レ
ー
ザ
ー
計
測

に
よ
る
資
源
量
把
握
や
I
C
T
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ

る
高
単
価
造
材
、
マ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
仕
分
け
、

需
給
情
報
の
共
有
化
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令

和
6
年
度
に
お
い
て
も
継
続
で
検
証
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

ライブ映像を用いた境界確認

確
認
方
法
と
し
て
は
大
変
有
効
な
方
法
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

再
造
林
地
で
の

害
獣
捕
獲

2
　
セ
ン
サ
ー
付
き
通
信
機
器
を
組
み
合
わ
せ
た
罠

を
用
い
る
こ
と
で
、
設
置
し
た
罠
の
映
像
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
で
き
た
り
、
罠
が
作
動
し

た
ら
携
帯
メ
ー
ル
で
連
絡
が
入
る
こ
と
で
、
猟
友

会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
設
置
罠
の
定
期
見
回
り
が
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
検
証
期
間

３
カ
月
で
の
捕
獲
頭
数
は
25
頭
で
し
た
が
、
捕
獲
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ドバイ

　
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦（
以
下
、「
U
A
E
」）は
7

つ
の
首
長
国
で
構
成
さ
れ
て
い
る
連
邦
国
家
で
、

各
首
長
国
に
は
首
長
や
副
首
長
、
皇
太
子
が
存
在

し
、
連
邦
政
府
か
ら
法
律
や
統
治
の
権
限
が
委
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
は
ア
ブ
ダ
ビ
に
置
か
れ
、

煌
び
や
か
な
摩
天
楼
が
立
ち
並
ぶ
ド
バ
イ
は
実
は 砂

漠
の
中
東
の
最
先
端
を
走
る
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
・
ド
バ
イ
の
魅
力

外
務
省
在
ド
バ
イ
日
本
国
総
領
事
館　
副
領
事

都
甲　
茉
弥

首
都
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
U
A
E
人
は
総
人

口
の
10
％
に
し
か
す
ぎ
ず
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
か
ら
の
外
国
人
労
働
者
が
人

口
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
何
で
も
世
界
一
、

世
界
初
が
好
き
な
ド
バ
イ
は
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
カ

ネ
・
情
報
の
ハ
ブ
拠
点
と
し
て
観
光
と
経
済
で
発

展
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
国
家
で
あ
り
な
が
ら
他
宗
教

に
も
寛
容
で
、
街
中
で
お
酒
や
豚
肉
料
理
を
提
供

す
る
お
店
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
夏
は
非
常
に
暑

い
で
す
が
冬
は
比
較
的
過
ご
し
や
す
く
治
安
も
日

本
よ
り
良
い
と
感
じ
る
ほ
ど
で
す
。

　
U
A
E
に
は
砂
漠
だ
け
で
な
く
山
も
あ
り
ま

す
が
基
本
岩
山
で
す
。
森
林
に
関
す
る
ト
ピ
ッ

ク
と
し
て
は
、
2
0
2
2
年
に
U
A
E
気
候
変

動
・
環
境
省
が
「
2
0
3
0
年
ま
で
に
１
億
本
の

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
林
す
る
」
こ
と
を
発
表
し
た

ほ
か
、
ド
バ
イ
で
も
市

内
で
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
掲
げ
緑
化
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
料
の
約
90
％
を
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
U
A
E

で
す
が
、
食
料
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
自
国
生

産
を
進
め
て
お
り
、
最

近
で
は
地
元
農
家
の
支

援
策
等
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
水
産
業
で
は
牡
蠣

の
養
殖
や
サ
ー
モ
ン
等

の
陸
上
養
殖
も
進
ん
で

お
り
、
最
近
で
は
、
U
A
E
産
の
野
菜
類
や
牛

乳
・
卵
等
が
ス
ー
パ
ー
に
陳
列
さ
れ
る
な
ど
、
砂

漠
の
地
で
の
最
先
端
技
術
を
利
用
し
た
産
業
の
今

後
の
発
展
に
注
目
で
す
。
そ
の
他
、
中
東
最
大
の

旅
行
、
食
品
、
家
電
、
医
療
等
に
係
る
見
本
市
が

毎
年
開
催
さ
れ
多
く
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
規

模
は
小
さ
い
で
す
が
建
材
を
中
心
と
し
た
展
示
会

下草や小さな池や小川が少しあるだけで自然の緑は少ない

Wood showでの日本企業のブース

シリーズ

海外・現場

最前線からの

便り
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民間企業との原木しいたけのプロモーション日本青果物輸出協議会とのプロモーション

総領事公邸での現地企業との会食

高橋農林水産大臣政務官との記念撮影第１３回WTO閣僚会議に参加する武村農林水産副大臣

W
o
o
d 

S
h
o
w
も
あ
り
、
日
本
企
業
も
出

展
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
勤
務
し
て
い
る
総
領
事
館
は
日
本
人
職
員

が
十
数
名
の
小
規
模
公
館
で
あ
り
、
大
使
館
が

管
轄
す
る
ア
ブ
ダ
ビ
以
外
の
す
べ
て
の
地
域
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
私
は
経
済
担
当
と
し
て
、

当
地
に
約
3
3
0
社
あ
る
日
系
企
業
と
の
関
係

構
築
や
支
援
、
政
府
、
現
地
企
業
等
と
の
意
見
交

換
や
情
報
収
集
と
い
っ
た
業
務
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
U
A
E
農
・
水
産
業
協
力
等
農
林

水
産
案
件
を
中
心
に
、
最
近
で
は
日
本
産
品
の
輸

出
促
進
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
当
地
シ
ェ
フ
や

バ
イ
ヤ
ー
向
け
に
原
木
し
い
た
け
や
日
本
産
青
果

物
の
販
促
活
動
を
総
領
事
公
邸
で
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
年
に
一
度
開
催
す
る
天
皇
誕
生
日
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
も
地
方
公
共
団
体
が
販
路
拡
大
の

た
め
に
果
物
等
の
試
食
や
当
館
よ
り
和
牛
や
日
本

酒
を
提
供
す
る
な
ど
、
日
本
産
品
P
R
活
動
の
機

会
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
在
外
公
館
は
任
地
国
で
総
理
外
遊
や
各
省
庁
の

政
務
海
外
出
張
が
あ
れ
ば
、
最
優
先
し
て
受
入
に

係
る
関
連
業
務
（
現
地
政
府
と
の
会
談
調
整
、
各

関
連
企
業
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
、
視
察
調
整
等
）
を

行
い
ま
す
。
今
ま
で
内
閣
総
理
大
臣
訪
問
対
応
2

回
、
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
出
張
対
応
2
回
、
第

COP28でスピーチする岸田内閣総理大臣

13
回
W
T
O
閣
僚
会
議
で
農
林
水
産
副
大
臣
対
応

を
し
ま
し
た
。
特
に
昨
年
12
月
に
当
地
で
開
催
さ

れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
28
回
締
約
国
会
合

（
C
O
P
28
）で
は
、
林
野
庁
を
含
む
各
省
庁
の
政

府
代
表
団
に
加
え
、
内
閣
総
理
大
臣
や
環
境
大
臣

等
の
受
入
業
務
に
携
わ
り
、
非
常
に
多
忙
な
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
日
本
外
交
の
一
端
を
担
う

こ
と
が
で
き
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
で
、
農
林
水
産
分
野
以
外
の
こ
と
へ
も
視

野
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

　
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
山
村
地
域
の
貴
重
な

資
源
で
あ
る
森
林
空
間
を
様
々
な
手
段
と
機
会
で

活
用
す
る
こ
と
で
、
収
入
と
雇
用
を
生
み
出
す
新

た
な
産
業（
＝「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」）を
推
進
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創

出
・
推
進
に
向
け
て
、
国
有
林
を
国
民
の
み
な
さ

ま
に
広
く
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

シ
ニ
ア
世
代
の
一
般
観
光
客
が
軽
装
で
手
軽
に
散

策
を
楽
し
め
る
管
内
の
森
林
や
公
園
を
紹
介
す

る
冊
子
「
森
呼
吸
の
で
き
る
お
手
軽
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
B
O
O
K
」（
以
下
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

B
O
O
K
」と
い
う
。）を
制
作
し
ま
し
た
。

気
軽
に
歩
き「
森し

ん

呼こ

吸き
ゅ
う

」の

で
き
る
24
コ
ー
ス
を
厳
選
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
を
制
作

　東北森林管理局は、福島県を除く東北５県の国有林を管理経
営しています。
　管内の区域面積5,316千haのうち、森林面積の割合は70%
で、管内の森林面積に占める国有林面積は約44%に当たる
1,648千haとなっています。
　管内の国有林には、白神山地及び八甲田山系から蔵王山系に
至る奥羽山脈沿いや月山から朝日、飯豊連峰にかけて、さらに
は森吉山、鳥海山、北上山地周辺にブナ、ミズナラなど冷温帯
の自然植生を代表する天然広葉樹林が分布しています。
　また、日本三大美林に数えられる青森ヒバ林が津軽半島に、
天然秋田スギ林が秋田県北部の米代川流域にそれぞれ分布して
います。
　このほかに、青森県上北地方から岩手県内陸部、太平洋沿岸
などにはアカマツ天然林が見られるほか、管内全域でスギ、カ
ラマツ、アカマツなどの人工林が531千ha造成され、管内国
有林面積の32%を占めています。

八甲田山
岩木山

白神山地

森𠮷山

岩手山

早池峰山
栗駒山

青森県

岩手県秋田県

宮城県
山形県

飯豊山

月山

鳥海山

蔵王山

東北森林管理局

国有林野
事業の
取組

管内概要

秋田県秋田市中通５丁目９ー１６所在地

5,316千ha
うち森林面積	 3,719千ha
うち国有林面積	 1,648千ha

区域面積

青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県関係自治体

森呼吸のできるお手軽健
康ウォーキングBOOK、
ウォーキングマップ
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「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」

の
概
要

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」は
、
管
内
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
等
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
の
一
般

の
観
光
客
が
ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
比
較
的
軽
装
で
散

策
を
楽
し
め
る
箇
所
を
各
森
林
管
理
署
が
１
箇
所

（
合
計
24
箇
所
）厳
選
し
、
そ
れ
ら
を
と
り
ま
と
め

た
冊
子
で
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」に
は
、
お
す
す
め

ポ
イ
ン
ト
、
現
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
現
地
で
楽
し

め
る
草
木
や
樹
木
・
滝
や
渓
谷
、
総
距
離
や
高
低

差
の
他
に
、
職
員
が
実
際
に
歩
い
て
算
出
し
た
所

要
時
間
や
歩
数
も
盛
り
込
み
、
訪
れ
る
際
の
目
安

と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
三
大
美
林
の
天
然
ヒ
バ
（
青
森
森

林
管
理
署
）や
天
然
秋
田
ス
ギ（
上
小
阿
仁
支
署
）

の
美
林
ポ
イ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
等
に
つ
い
て
も
、

マ
ッ
プ
や
写
真
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」

を
活
用
し
た
P
R

　
令
和
４
年
度
末
に「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」

の
冊
子
1
0
0
0
部
を
作
成
し
、
令
和
５
年
４

月
18
日
の
東
北
森
林
管
理
局
令
和
５
年
度
重
点
取

組
事
項
の
記
者
発
表
で
披
露
し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
情
報
発
信
や
管
内
の
自
治
体
・
図

書
館
等
へ
の
配
布
・
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
管
内

各
県
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

一
般
の
方
か
ら
も
「
近
く
に
こ
の
よ
う
な
場
所
が

あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」

今
後
の
展
開

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
効
果
で
訪
れ
る
方
が
増

加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

版
）
や
ポ
ス
タ
ー
を
配
布
・
設
置
す
る
施
設
を
更

に
増
や
し
て
い
く
ほ
か
、
東
北
森
林
管
理
局
H
P

（
Q
R
コ
ー
ド
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
森

林
の
中
で「
森し

ん
呼こ

吸き
ゅ
う

」を
し
な
が
ら
散
策
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
」を
持
っ
て
ぜ
ひ
国
有

林
へ
お
越
し
下
さ
い
！

「ウォーキングBOOK」の内容

風の松原（米代西部森林管理署）

イベントでの配布

【東北森林管理局HP】
詳しいマップや
おすすめポイントなどは
こちらのHPに
掲載しています

「
掲
載
さ
れ
て
い
る
い
ろ
ん
な
箇
所
を
回
っ
て
み

た
い
の
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
B
O
O
K
の
入
手
方
法

を
知
り
た
い
。」等
、
多
く
の
問
い
合
わ
せ
等
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
５
年
９
月
に
は
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
以
降

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
各
県
単
位
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
版
や
宣
伝
用
に
活
用
で
き
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

制
作
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
版
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

配
布
や
市
役
所
、
道
の
駅
、
図
書
館
等
多
く
の
公

共
施
設
等
で
誰
で
も
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
設
置

し
、
ポ
ス
タ
ー
も
森
林
管
理
署
を
は
じ
め
多
く
の

場
所
に
張
り
出
し
ま
し
た
。
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　林野庁ではこの度、伐採造林届出書や状況報告書を提出しようとする森林所有者や事業者向けに、作
成方法をわかりやすく解説した手引き書を作成しました。
　伐採造林届出制度の概要をはじめ、記載内容、添付が必要な書類等について、フローチャートや
チェックポイントを交えて解説しています。記載例では、吹き出し等でポイントを示しつつ代表的なパ
ターン別に解説しており、添付書類についてもわかりやすく解説しています。

➡伐採造林届出書作成の手引き
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
todokede/attach/pdf/
batsuzoutodokede-23.pdf

➡伐採造林届出書作成の手引き（概要版）
https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/
todokede/attach/pdf/
batsuzoutodokede-21.pdf

　森林法では、森林所有者などが森林の立木を伐採
する場合、事前に伐採の計画と造林の計画（伐採造
林届出書）を市町村長に提出することが義務付けられ
ています。また、伐採や造林が完了したときは、実
施後の森林の状況を記載した報告書（状況報告書）を
提出することも義務付けられています。

　手引きのほか、伐採造林届出書等の様式・関係通知等は、林野庁ウェブサイトから入手することがで
きます。なお、条例等により市町村独自の条件や記載事項が追加されている場合もありますので、届出
先の市町村の指導に従って作成・提出をお願いします。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/todokede/batsuzoutodokede.html

❶ 伐採造林届出制度の概要

❷ 伐採造林届出制度の林野庁ウェブサイト

「伐採造林届出書作成の手引き」
の紹介 3

Topics

伐採造林届出制度の対象フローチャート

地域森林計画の
対象民有林か

森林の立木の伐採を行う場合

保安林等（※※）に
指定されているか

１ha超(※1)の
土地の形質変更
に該当するか

届出の適用除外に
該当するか（※※）

伐採造林届出制度の対象

※保安林及び
保安施設地区

※詳細はP.3参照

届出不要

届出不要

保安林関係
手続が必要

林地開発
許可が必要

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

【注】１ha超等の土地の形質変更
に該当する場合でも、林地開発許
可の適用除外となる場合には、伐
採造林届出書の提出が必要です。

詳細は、都道府県林務
部局にご相談下さい。

詳細は、都道府県林務
部局にご相談下さい。

※１ 太陽光発電設備の場合は、
0.5ha超

※２ 土石等の採掘、宅地の造成、
土砂捨てその他物件の堆積、
建築物等の新築・増築など

(※2)

【図１】
【届出者が連名（伐採者と造林者が異なる）の場合の記載例】

伐採及び伐採後の造林の届出書

令和６年４月１日
○○市町村長 殿

伐採する者
住 所 ○○市■■町１－１－１
届出人氏名 ××林業 （株）

造林する者
住 所 ○○市▲▲町２－２－２
届出人氏名 林野 太郎

次のとおり森林の立木を伐採したいので、森林法第10条の８第１項の規定により届け
出ます。
本伐採は届出者である××林業（株）が所有する立木を伐採するものです。

１ 森林の所在場所

２ 伐採及び伐採後の造林の計画
別添の伐採計画書及び造林計画書のとおり

３ 備考

○○市■■町字▲▲ 地番1234-1ほか4地番（別紙のとおり）

適合通知の発行を希望する。

伐採する立木の所有者を記載して下さい。

複数の地番にまたがる場合は、全ての地
番を記載して下さい。（欄に記入しきれ
ない場合は別紙等で添付して下さい。）

押印不要

届出日は伐採期間の始期から９０日から３０日前
とする必要があります。

伐採者と造林者が異なる場合は連名で
届け出ます。

【図２】

森林所有者等
（伐採造林を行う者） 市町村

伐採・造林計画の作成 届出内容の確認

伐採の開始

伐採の終了

造林の開始

造林の終了

届出書の提出
（伐採90～30日前）

適合（確認）通知の発行・必要な場合、指導等

報告内容の確認

伐採報告の提出
（伐採後30日以内）

必要な場合、指導等

報告内容の確認

造林報告の提出
（造林後30日以内）

【制度の主な流れ】

＋ ＋ ＋

・造林報告書

・伐採報告書

・届出書
（表紙）

・伐採計画・造林計画・添付書類

【図３】
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緑
の
羽
根
着
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
首
相
官
邸
で
行
わ
れ
た
緑
の
羽
根
着
用
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
、
岸
田
総
理
に
緑
の
羽
根
を

着
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
4
月
15
日
か
ら
の
1
ヶ
月
は
み
ど
り
の
月
間
で

す
。
そ
の
開
始
日
に
こ
の
よ
う
な
機
会
に
同
席
で

き
、
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
緑
の
羽
根
は
、
緑

の
募
金
の
象
徴
と
も
言
え
ま
す
。
総
理
に
着
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
方
々
が
緑
の
募
金
を

知
っ
て
く
だ
さ
る
と
思
い
ま
す
。

　
総
理
か
ら
緑
の
募
金
の
一
部
が
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
支
援
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

言
及
が
あ
り
、
私
か
ら
は
被
災
地
に
お
届
け
し
た

「
組く

手で

什じ
ゅ
う

」の
お
話
を
し
ま
し
た
。
総
理
は
組
手
什

の
実
物
を
み
な
が
ら
「
ど
う
や
っ
て
組
み
立
て
る

の
か
」
と
聞
か
れ
、「
木
槌
を
使
っ
て
」「
こ
こ
と

こ
こ
の
溝
を
合
わ
せ
て
」
と
、
私
か
ら
組
立
方
法

を
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
総
理
が
大
変
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

被
災
地
を
訪
れ
て

　
3
月
末
に
、
緑
の
募
金
に
よ
る
支
援
活
動
の
た

め
に
能
登
半
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。
組
手
什
は
避

難
所
で
大
活
躍
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
共
有
空
間
で
は
、
食
品
の
棚
に
し
た
り
、
靴
箱

に
し
た
り
、
大
型
の
棚
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
避
難
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
は
、

飲
み
物
や
ラ
イ
ト
を
置
く
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
に
し

て
い
た
り
、
幅
広
い
用
途
で
細
か
く
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
組
手
什
に
は
、
希
望
の
サ
イ
ズ
に
木
を
切
る
だ

け
で
、
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
作
れ
る
と
い

う
自
由
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
供
、
女
性
、

高
齢
者
の
方
で
も
、
簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
組
み
立

て
ら
れ
ま
す
が
、
何
人
か
で
和
気
あ
い
あ
い
と
組

み
立
て
る
こ
と
で
人
と
人
が
繋
が
る
の
も
素
敵
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
被
災
者
の
み
な
さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
、
楽
し

い
空
気
で
組
み
立
て
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
林
業
の
現
場
を
視
察
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
中
で
、
こ
の
木
々
が
ど
の
よ
う
に

形
を
変
え
て
、
人
々
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
と
考

え
る
場
面
が
幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
森
林
か
ら
作
ら
れ
た
組
手
什
に
よ
り

「
助
か
っ
て
る
よ
〜
」と
い
う
被
災
者
の
方
の
言
葉

を
聞
い
て
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
木
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
が
喜
ん
で

い
る
こ
と
を
、
林
業
に
関
わ
る
皆
様
に
は
勿
論
、

広
く
世
の
中
の
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

緑
の
募
金
の
呼
び
か
け

　
緑
の
募
金
の
被
災
地
支
援
は
組
手
什
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
は
仮
設
住
宅
を
緑
化
し
た
り
、
被

災
地
周
辺
の
林
業
を
助
け
る
こ
と
に
も
使
わ
れ
て

い
き
ま
す
。

　
私
は
、
日
本
の
森
林
や
林
業
を
助
け
る
緑
の
募

金
の
呼
び
か
け
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
能
登
の
皆
様
に
も
心
を
寄
せ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

みどりの
大使が
行く！

緑の羽根着用キャンペーン

被災地に届けられた組手什

組手什を組み立てる

2024
ミス日本

みどりの大使

安藤 きらり
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